
 

く#10 > 熱 力学 シリンダー の 水深 d は . 0 E d El

キーワード 浮力
、
断熱変化 、

不安定平衡点 と し
、
de のときはシリンダー の 底面が

って

水面にあり dlの ときは シリンダー の ふち

が
、
水そう の 底面にある と する。

ただし 、D 図 の ように 水 そう に 密度 0 の 液体を 清 に1の ときにも シリンダー 内 と 水そう 間で
たし 、 さらに その 中に シリンダーを逆さに 入れる。 液体 の 受け渡し ができる

。 シリンダー
水 そう を ふたで 閉じ

、 その 上 にも 液体を ためる は 上下方向のみに動き
、
傾く こと はない

ことで 、 ふた 付近の 水圧を コントロール できるよう に 質量 は m とする
。 また 4 は実験の途中

常に 一定 と する
。する 。 シリンダー 内に は理想気体が nmol

renren.name

入っ て いて
、
シリンダー の 底面が 水面から 距離 -R →-01の 深さに あるとき 、 気体の 体積は断面積 s I d (oEdel )

は思た楽 な な影たる灥洋臠 lT.ie/
。 e :一定

Wcuicyt
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" 水面 の 圧力 を P. と したとき
、
シリンダー が D 今度は 前 問 の P。 より も さらに 大きい _

浮いていた とする 。
北 を m.es を 用いて R となる ように ふたの 上の液体 の量を

表せ 。 調整 した。

や 状態方程式と 水圧の 式から
、

d と
い た が ゆっくり と 温度 を 上げると

、
シリンダー

T.の 関係式 を 導け。 内部の 気体 も 液体 の 温度 と 同じ ように

(3) ふたの 上 の 液体 を 非常に ゆっくり 増やして
上昇 し 、 T.

となった 所で シリンダーが浮か

いく と 。 シリンダー は ゆっくり と 沈んでいった 。

び始めた。 この とき の 下 の 値を 求めよ 。

(浮沈子 の原理 ) 次に
、 一度 浮かび始めたら

、
d = 0 となる

シリンダー が 着地 した 瞬間 、 F はいくら まで シリンダーが 上昇 し 続ける こと を調べ

か求めよ。

たい 。

② 前問 の T.sc とな
。ただ後

、
少しだけ

シリンダー が浮き上がっ た とき
、

もとの 気体の

圧力 P と
、
水が

、 HP . xtok に なったとする
。



 

シリンダー が 浮かび上がる とき
、
熱 が

気体に伝わる より も 速く 気体の状態 が

変化 するので
、
今の 状況では 気体は 断熱

変化 を すると 考えて よい 。 断熱 変化 を

する とき には 、 シリンダー 内 の 気体の 圧力 と

体積は次の 式 を 満たす と し
、

( 圧力 ) × (体積 Y = 七定 )
(8>0)

△とが 常に 正 と なる こと を示せ 。

③ シリンダー の 加速度 を 上向き 正に 取ると
、

常は 正 と なる こと を示せ。


